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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 19,233 ― 686 ― 872 ― 492 ―

20年3月期第3四半期 19,549 △4.8 272 △66.0 455 △54.2 273 △48.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 39.88 ―

20年3月期第3四半期 22.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 16,610 8,115 48.9 662.11
20年3月期 18,005 7,639 42.4 617.27

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  8,115百万円 20年3月期  7,639百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― ― ― 10.00 10.00
21年3月期 ― ― ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 10.00 10.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 29,700 0.8 940 1.9 1,140 1.3 670 11.5 54.13

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注）詳細は3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧下さい。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は3ページ【定性的情報・財務諸表等】4.その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
1.本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
2.当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14
号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  13,100,000株 20年3月期  13,100,000株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  842,459株 20年3月期  724,422株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  12,357,470株 20年3月期第3四半期  12,379,034株
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 当第３四半期連結累計期間における連結経営成績につきましては、商品材料等販売の減少はあるものの、移動通信

関連工事が堅調に推移したことにより、受注高は235億４千４百万円、売上高は192億３千３百万円となりました。ま

た利益につきましては、各種業務の効率化に取り組んだ結果、経常利益は８億７千２百万円、四半期純利益は４億９

千２百万円となりました。  

  

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は166億１千万円となり、前連結会計年度末に比べ19億２千万円減少しまし

た。この主な要因は、受取手形・完成工事未収入金等が27億８千１百万円減少したことによる流動資産の減少18億９

千２百万円によるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の負債合計は84億９千４百万円となり前連結会計年度末に比べ22億７千７百万円減少

しました。この主な要因は、支払手形・工事未払金等が16億２千２百万円減少したこと等によるものです。 

 当第３四半期連結会計期間末の純資産は81億１千５百万円となり、前連結会計年度末に比べ３億５千６百万円増加

し、自己資本比率は48.9％で、前連結会計年度末と比べ7.0ポイント改善しました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第３四半期連結会計期間における連結キャッシュ・フローは次のとおりです。 

  現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期連結会計期間末に比べ３億５千万円減少し、10億１千

万円となりました。 

「営業活動によるキャッシュ・フロー」 

 営業活動の結果使用した資金は３億４千６百万円となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益２億５千

5百万円、完成工事未収入金の減少５億９千２百万円があったものの、未成工事支出金の増加額５億６千７百万円、

仕入債務の減少額４億１千９百万円があったことによるものであります。 

「投資活動によるキャッシュ・フロー」 

 投資活動の結果使用した資金は５千３百万円となりました。これは主に、投資有価証券の取得による支出５千万円

及び有形固定資産の取得による支出３千３百万円があったことによるものであります。 

「財務活動によるキャッシュ・フロー」  

  財務活動の結果増加した資金は４千８百万円となりました。これは主に、長期借入金による収入１億５千５百万円

によるものであります。 

 当社グループ関連の情報通信分野ではＮＧＮ（次世代通信網）のサービスが首都圏をはじめとした主要都市で開始

され、今後もブロードバンドサービスの拡大、ＩＰ電話移行等の設備投資はこれまでと同じ水準で推移するものと思

われます。しかしながら、現在の世界的な景気減速の影響により、国内の需要も鈍化しており、当社グループの主た

る取引先である西日本電信電話株式会社（ＮＴＴ西日本）より受注する光サービス関連の工事も漸減するものと思わ

れ、当社グループの経営環境は厳しい状況になると判断しております。 

 このような状況の中、当社グループは2008年度を初年度する「中期３カ年計画」を策定しており、「ＳＹＳＫＥＮ

ブランドの向上」と「全事業部門利益率の向上」を経営戦略の柱とし、収益構造の転換と財務体質の強化に取り組

み、更なる営業展開による受注の拡大および業務改善による生産性の向上そして原価の低減を図り、お客様の信頼に

お応えするとともに収益の確保に努めてまいります。 

 通期の連結業績の見通しにつきましては、売上高は297億円（前期比100.8%）営業利益は９億４千万円（前期比

101.9%）、経常利益は11億４千万円（前期比101.3%）、当期純利益は６億７千万円（前期比111.5%）を見込んでおり

ます。  

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 

２．連結財政状態に関する定性的情報 

３．連結業績予想に関する定性的情報 
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 該当事項はありません。 

   

税金費用の計算 

 税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①四半期財務諸表に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財

務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期

連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

②たな卸資産の評価に関する会計基準の適用 

 第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５

日）を適用し、評価基準については原価法から原価法（収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）に変更して

おります。 

 なお、これによる当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 1,349 1,386

受取手形・完成工事未収入金等 3,903 6,684

未成工事支出金 2,682 1,802

その他のたな卸資産 355 331

その他 560 562

貸倒引当金 △10 △33

流動資産合計 8,841 10,734

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物（純額） 1,259 1,289

機械、運搬具及び工具器具備品（純額） 126 168

土地 1,823 1,823

有形固定資産合計 3,210 3,282

無形固定資産 267 313

投資その他の資産   

投資有価証券 3,144 3,032

その他 1,313 1,330

貸倒引当金 △166 △161

投資その他の資産合計 4,290 4,201

固定資産合計 7,768 7,797

資産合計 16,610 18,531

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 2,562 4,184

短期借入金 2,302 2,506

未払法人税等 171 269

賞与引当金 101 396

完成工事補償引当金 2 2

その他 844 919

流動負債合計 5,983 8,279

固定負債   

長期借入金 112 9

退職給付引当金 2,044 2,115

役員退職慰労引当金 159 163

その他 194 204

固定負債合計 2,511 2,493

負債合計 8,494 10,772
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 801 801

資本剰余金 560 560

利益剰余金 6,769 6,400

自己株式 △190 △158

株主資本合計 7,940 7,602

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 175 156

評価・換算差額等合計 175 156

純資産合計 8,115 7,759

負債純資産合計 16,610 18,531
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

売上高 19,233

売上原価 17,031

売上総利益 2,202

販売費及び一般管理費 1,515

営業利益 686

営業外収益  

受取利息 3

受取配当金 42

持分法による投資利益 53

受取賃貸料 66

その他 50

営業外収益合計 216

営業外費用  

支払利息 21

その他 8

営業外費用合計 30

経常利益 872

特別損失  

固定資産除却損 25

投資有価証券評価損 19

特別損失合計 44

税金等調整前四半期純利益 828

法人税等 335

四半期純利益 492

西日本システム建設株式会社（1933）　平成21年3月期　第3四半期決算短信

6



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 828

減価償却費 162

貸倒引当金の増減額（△は減少） △17

賞与引当金の増減額（△は減少） △294

退職給付引当金の増減額（△は減少） △71

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △3

受取利息及び受取配当金 △45

支払利息 21

持分法による投資損益（△は益） △53

投資有価証券評価損益（△は益） 19

売上債権の増減額（△は増加） 2,781

未成工事支出金の増減額（△は増加） △881

たな卸資産の増減額（△は増加） △24

仕入債務の増減額（△は減少） △1,622

未成工事受入金の増減額（△は減少） 18

その他 40

小計 856

利息及び配当金の受取額 52

利息の支払額 △22

法人税等の支払額 △426

営業活動によるキャッシュ・フロー 459

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △512

定期預金の払戻による収入 520

有形固定資産の取得による支出 △177

有形固定資産の売却による収入 0

無形固定資産の取得による支出 △18

投資有価証券の取得による支出 △52

投資有価証券の売却による収入 0

貸付けによる支出 △5

貸付金の回収による収入 11

その他の支出 △13

その他の収入 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △231

西日本システム建設株式会社（1933）　平成21年3月期　第3四半期決算短信

7



（単位：百万円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー  

短期借入金の純増減額（△は減少） △180

長期借入れによる収入 155

長期借入金の返済による支出 △76

自己株式の取得による支出 △31

配当金の支払額 △123

財務活動によるキャッシュ・フロー △255

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △28

現金及び現金同等物の期首残高 1,038

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,010
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」  

前四半期に係る財務諸表等 

（要約）四半期連結損益計算書 

  

科目 

前年同四半期
（平成20年３月期 
第３四半期） 

金額（百万円）

Ⅰ 売上高  19,549

Ⅱ 売上原価  17,720

売上総利益  1,829

Ⅲ 販売費及び一般管理費  1,556

営業利益  272

Ⅳ 営業外収益  215

Ⅴ 営業外費用  32

経常利益  455

Ⅵ 特別利益  2

Ⅶ 特別損失  5

税金等調整前四半期純利益  453

税金費用  179

四半期純利益  273
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